痕が 発見され ると かで あれば、 大騒ぎと なる ので あろ 

うが、 地味な 失踪 事件に 終って いるた めに、 犠牲者が 

六 人出ても、 何にも 相手に されない の だと 思う と、 彼 

は庄内 村の 駐在所が 大いに 馬鹿にされ ている ことに 

憤慨せ ずに はいられなかった。 今夜 こそ、 もし 何 か 

ふる 

あったら、 それ こそ 彼 は 全身の 勇 を 奮って、 西風に 乗つ 

よ-つま 

てく る 妖魔と 闘う つもりだった。 

丁度 午後 十一 時半 を 打った ときに 交番の 前 を、 工夫 

体の 一人の 男が トコ トコと 来 かかった。 彼の 男 は、 立 

番 の 巡査 の 姿 を 認める と 足早 やに スタ スタ と 通りす ぎ 

ようとした。 



じながら、 所轄の K 町 警察署へ、 深夜の 非常 電話の ベ 

ルを 鳴らした。 
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殺人鬼 捕 わる！ 

庄内村 は ひっくりかえる ような 騒ぎだった。 中に も 

おどろ 

一番 駭 いたの は、 所轄 K 町 署員だった。 血 まみれの 

怪漢 を庄内 村の 交番で 捕えた という 報が あつたので、 



深夜 を まわず 丘 署長が 先登に な つ て 係官 一 行が 龃 けつ 

けた。 これ を 一応 調べて、 とりあえず 臨時の 調べ 室 を、 

ちょうど 

丁度 空いて いた 村立 病院の 伝染病 棟へ 設け (これ は 

ちょっと 変な 扱い方だった) 怪漢 を その 方へ 移す。 そ 

のうちに 夜が 明けて ホッと 一 息つ いたと き、 そこ へ電 

話が 掛 つて 来て、 ゆうべ 西風の 妖魔が、 空気 工場から 

若き 珠江 夫人 を 奪って いったと いう 悲報 を 伝えた。 こ 

れは 大変 だとい うので、 丘 署長の 一行 は、 徹夜 をして 

血走った 眼 を 一 層 赤く しながら、 自動車 を 飛ばして 問 

題の 空気 工場へ 駆けつけねば ならなかった。 それにし 

て も 七 人目の 犠牲者 は 今までと は ガラリ と 変って、 こ 



「や あ、 これ はどう も …… 」 

あごひげ 

と、 先に 立った 頤 髭の ある 土色の 顔に 部厚の 近眼鏡 

を かけた 小男が 奇声で もって 挨拶 をした。 それ は 工場 

あかざ わきん や 

主で ある 理学博士 赤 沢 金弥と 名乗る 人物だった。 

「私が 技師の 青 谷ニ郎 です。 II 」 

続いて 後に 立って いたのが、 こんな 風に 名乗り を あ 

げたが、 これ は 工場 主と はちがつて、 すこし 才子 走つ 

ている が、 容姿端麗なる 青年 だ つ た。 

「 一 体 どうした のか ネ」 と 署長 は 無遠慮な 声 を 出した。 

「こう 再三 失踪 者 を 出す という ことに ついては、 君の 

責任 を 問わに やならん」 



そうい われた 赤 沢 博士 は、 眼 玉 を ギヨ 口つ かせて 署 

長 を 睨み 据えた。 

「三年 来の 失踪 者が 判らん ので は、 わし 達 も 警察の 存 

在 を 疑いた くなります よ。 早く 家内 を 探し出して 下さ 

い」 

青 谷 技師 は、 その後 方で 一 人気 を もんで いる 様子 

だった。 

いっかつ 

署長 は 「では 何もかも 言う のです ぞ」 と 一 暍 して 置 

いて、 まず 工場 主から 夫人 失踪 前後の 模様 を 聴取した _ 

「わし は 昨夜 十 時 頃まで 工場に いました」 と 博士 は 口 

だけ を 動かした。 「わし は 調べ ものが あつたから、 本 



が 死んだ という ことでした」 

「君 は 夜中に 夫人の 失踪に 気付きながら、 なぜ 人 を 呼 

ばなかった の だ」 

「わし は 青 谷 技師 以外の 〔# 「以外の」 は 底本で は 「意外 

の 匕 者 を 頼みに していません。 それで これ を 呼びた 

かった のです が、 技師の 家 は 湖水の 南岸 を 一 キロ あま 

うみぐ ち 

り、 つまり 湖 口な のです からたい へんです。 昼間なら 

一台 トラックが あるので すが、 いつも 技師が 自宅まで 

乗って 帰る ので、 その 便 もありません。 それで 夜が 明 

けて 出勤して くるの を 待つ ことにし たのです。 第一、 

わし はもう 十 年 以上 も、 この 工場から 一歩 も 外へ 出た 



一 行 は 自動車で 引 揚げて いった 
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「村 尾 某の 陳述 —— 」 

と 冒頭して 鉛筆で 乱雑に 書きなら ベ て ある 警察 手帖 

を ソッと 開きながら、 署長 席の 廻転 椅子に お尻 を 埋め 

た 丘 署長 はブ ッブッ 独り言 を 云って いた。 

「村 尾 六 蔵、 三十 歳 か、 なるほど …… 中々 面白い 名前 



をつ けた もの だ。 さて その 日の 足取り は …… まず 第一 

、、ゝ - 

力 」 

こんな 風に、 ゆっくり 読み かえして ゆく 丘 署長の 遅 

い スピ— ドに はとても つ いて ゆけ ないから 次に その 要 

点 を 述べる。 血 まみれの 怪漢の この 足取り 陳述の 中に 

は、 この 事件 を 解く 重大な 鍵が 秘められ てあつた こと 

は、 後に 至って 思い合わされた ことだった。 

ひがしお か むら よこた 

二) 村 尾 某 は 東 丘 村 (東西に 長く 横 わる 右足 湖の 

のぞ 

東の 地 を 云う。 湖 口 は 東 丘 村が 湖に 臨む ところ を 云 

う) から、 右足 湖 を 越えて、 庄内村 (右足 湖の 西の 地 

を 云う、 空気 工場 は それの 湖水に 臨む 湖 尻に ある) へ 



入ろうと したが 途中、 東 丘 村で 日が 暮れ、 湖水に はま 

だ 遠かった こと。 

(二) 午後 七 時半 ごろ 、かなり 湖水 近くまで 来たと 思つ 

たと きに、 一 つの 墓地に 迷い こんだ。 そこに は、 真 新 

かんれいしゃ リ ゆうはん リ ゆう うご 

しい 寒冷紗 づ くりの 竜 幡がニ 流 ハタ ハタと 揺め いて 

に い ほとけ 

い る 新 仏 の 墓が 懐中電灯の 灯りに 照し 出された。 

ぼひょう 

墓標に は 女の 名前が 書いて あつたが 覚えて いない。 し 

どまんじゅう 

かし 墓 は 土 を かけた ばかりで、 土饅頭の 形 はま だ 出来 

ていなかった こと。 

(三) 墓の 側に は トラックの 跡が ついてい たので、 そ 

れ につ いて 行けば 本道に 出る だろうと 思 つ て迪っ て ゆ 



くと、 やがて 一軒の 家の 前に 出た。 標札に は 「湖 口 百 

番地、 青 谷 ニ郎」 と 認めて あった。 その 家の 前に 湖水 

の 水が 騒いで いた こと。 

(四) 湖水 を 渡る つもりで 舟 を 探した ところ 小さい の 

が 一艘あった ので、 これに 乗って 西へ 西へ と 漕ぎ出し 

た。 西風 はだん だん 強くな つて、 船 は 中々 進まない。 

半分ぐ らい 来たと ころで、 真正面に 空気 工場の 灯が 見 

えた。 元気 を 盛り かえして 漕いで ゆく うちに、 風が 急 

に 変った ものと 見え 舟が 北岸 に 吹き 寄せられた。 その 

とき、 ちょっと 気がつい たの は、 たいへん 冷い 雨が 顔 

に 振り かかった こと だが、 大汗 かいている ときな ので 



気持ちが よかった。 この 雨 は まもなく 熄ん だ。 それ か 

うみじ リ 

らは 岸と すれすれに 湖 尻まで 漕ぎつ けた こと。 

(五) 湖 尻に 上った のが 十 時半 ごろだった。 空気 工場 

の 横 を 通った がなん だか 辺に 白い ものが 見える ので、 

懐中電灯で 照らして みると、 構内に 気球が 三 個、 巨体 

を 地上の 杭に 結びつけられて、 風に ゆらゆら 動いて い 

たこと、 工場の 中 窓に は 灯が ついていない ようだった。 

(六) それから 工場 を 後に し、 大西ケ 原 を 横断して、 

庄内 村の 家つ づきまで 来たと ころで、 駐在所の 巡査に 

捕えられ たこと。 

「 …… なるほど、 こいつ は 面白い」 



と 署長 は 一 人で 悦 にんって いた。 

「なにが 面白い もの か」 

とんきょう おどろ 

と 署長の 頭の 上で、 頓狂な 声が した。 駭 いて 署長 

がう しろ を 向く と、 そこに は 彼と 犬猿の 間にある K 新 

あざわら 

報 社長の 田 熊 氏が 嘲笑って いた。 彼 は 署長の 手帖の 中 

身 をスッ カリ 藁半紙に 書き写して しまつてから、 激し 

い 地声で まくし 立てた。 

ひろ 

「手帖 を展げ るなら、 こんなく だらん こと を 見せる の 

は 止して、 犯人の 名 を 書いて あると ころで も 見せた が 

いいよ」 

ぬすびと 

「オイ 貴様、 盗人みたい なやつ だナ。 そんな 暇が ある 



右足 湖畔 をめ ぐって 捜索して 来た 者だった。 

「御 命令に よりまして、 第一 に 空気 工場へ 参りました。 

午前 八 時でした が、 気球 は 地面に 四 基 だけ 結んで あり 

ました」 

「四 個？」 署長 は 手帖 を 拡げて 首をかしげた。 

「陳述に よると、 懐中電灯 二 ヨリ 三個ノ 気球 ヲ認 メタ 

—— と ある。 すると 君の 報告の 方が 一 つ 多い ね」 

署長 は 鉛筆 を 嘗め 嘗め 三 個の 横に 4 とかいた。 

うみじ リ 

「第二の、 湖 尻で 村 尾 某の 乗りました 舟 を 探しました 

が 見当り ません ので」 

「舟が 見当らぬ？ そうか。 湖水の 中 を 探って みるん 



つと いう もの だ」 

と 署長 は 眩いた。 途端に その 背後で 例の ェ ヘンと い 

に むし 

う 咳 払 い が 聞え たので、 署長 は 急 に 苦が 虫を嚙 みつ ぶ 

したよう な 顔に なった。 

「なんじ や、 これ は 一 体」 

と ベタ 一 面に 鉛筆 を 走らせた 藁半紙 を 署長の 鼻先に 

つきつけ たの は、 もう 夙く に 帰った ものとば かリ 思つ 

ていた K 新報 社長 の 田 熊 だ つ た 。 

「こんな まどろ こしい こと はやめろ。 これで は 殺人 事 

件 は 何年た つても 解けない ぞ。 号外 だって 之までに 六 

遍も 出し そこなった。 犯人の 血 まみれ 男 はどうし たの 



だ。 あいつ を ここへ 引 擦り 出し 給え。 一体 あの 怪漢 を、 

こんど は 厳重に 囲って 見せぬ よう だが、 あれ は 一体 何 

者 だ。 とにかく この 次 来たと きに も、 手帖と 睨め くら 

では、 いよいよ 新聞で 書きた てる ぞ、 いい か」 

田 熊 は 云う だけの こと を 云う と、 また ス タス タと向 

うへ 行った。 

「智 恵の ない 奴 は、 哀れな もの だ」 そう 云って ニッと 

意味 深い 笑い を 浮べた 署長 は、 また 村 尾 某の 陳述書 を 

読み だした が、 

「そうそう これ を 頼まれて いた」 

彼 は 電話機 を ひきよせ ると、 番号 を 云って K 町の 測 



候 所 を 呼び出した。 

「ああ、 こっち は K 署で すが。 あの ゥ、 右足 湖 を 中心 

とする 一帯の 風速と 風向きと を 伺いたい のです が、 昨 

夕から 今朝に かけて です。 …… なるほど、 …… なる ほ 

ど」 としきり に 感心して いたが 「そうです か、 昨夜 九 

時半 ごろまで は 西風、 そこで 風向きが 一 変して 南西 風 

に 変った。 ああそう です か」 

署長 はまた 何やら 手帖の 中に 丹念に 書 こんだ。 それ 

から 立ち上る と 側の 主任に 自動車 を 命じた。 

「わし は 一寸 庄 内まで 行って、 村 尾 某に 会って、 それ 

から 都合に よって、 空気 工場へ 廻る ぞ」 といって 出か 



けた。 

後で 署員た ち は、 あの 老衰 署長が、 こんどに 限って、 

どうして あのよう に 威勢が よかったり、 味な 調べ 方 を 

やる のか 不思議が つた。 
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気短の 田 熊 社長 は、 彼の 社長室の 床 を ドン ドン 踏み 

鳴らして いた。 彼の 脚の すぐそばに は、 菜 葉 服の 工夫 



(どうも 失礼しました) と 聞き なれぬ 声が した。 

(いえ、 なに …… ) といった の は、 どうやら 丘 署長ら 

しい。 

( …… そんな 訳です から …… ) と 始めの 声が 伝った。 

なんでも 前からの 話の 続きら しい。 (私の 推理 はで 

すナ、 九分 どおり 実証の 上に 立って いるので すが、 惜 

しいかな 後の 一分のと ころが 解らない ために、 結局 仮 

定を 出で ない のです。 その 不満足な ままで 申 上げます 

と、 さっき も 説明し ましたと ぉリ、 犯人 は その 夜 強い 

西風が 吹く という こと を 確め た 上で、 かの 粉砕した 屍 

たず さ 

体 を 携えて、 気球の 一 つに 乗った のです。 口 ー プを 



解く と 気球 はズ ンズ ン 上昇し ます。 風が 真西から 吹 い 

ています から、 ごらんな さいこの 右足 湖の 中心 線の 上 

に 気球 は 出ます) 

田 熊 社長 は、 右足 湖の 位置の 話が でた ので 周章て た。 

見廻す と、 社長室の 壁に、 右足 湖 を 含む この辺 一帯の 

購読者 分布 地図が 貼って あつたので、 彼 は 盗聴器 一式 

を 両手で 抱えて 壁 際へ 移動した。 

( …… この 右足 湖の 縦の 中心 線が、 正しく 東西に 走つ 

ている ことから して、 気球 を 湖水の 真中に 掲げる に は、 

西風の 吹く 日 を 選ぶ より 外に 仕方がなかった のです。 

さて それから、 程よ いところ で、 彼の 犯人 は 灰の よう 



になった 人体の 粉末 を、 気球の 上から 湖上に 向って 撒 

いたのです。 西風に したがって、 この 人間 灰 は 水面に 

落ちます が、 今 申した ように 気球 は 中心 線 上に いるの 

で、 灰が 多少 南北に 拡がっても、 また 東に 流れても、 

うまく 湖面の 中に 落ち、 陸地に は 落ちない のです。 

ことごと 

悉 くが 水中に 落ちて しまえば、 いずれ これ は 魚腹 

の 中に 葬られる ことでしょう。 そうすれば 彼の 屍体 は 

完全に 抹消され たこと になります。 なんと 素晴らしい 

屍体 処分 法ではありません か) 

(なるほど、 これ ァ 卓越した 方法です ネ) 

と 丘 署長の 声が 感嘆した。 



(この 方法で、 六 人の 犠牲者 はう まく 片づ けられた の 

です。 当夜 強い 西風が 吹いて いた こと は、 署長のお 持 

ちに なった 測候所の 風速 及び 風向きの 報告で 証明され 

ます。 七 人目の 犠牲者 も、 同様に 気球に 載せられ 天空 

高く 揚げられた のでした。 そして 同様にして 粉砕 屍体 

は 気球の 上から 湖面へ 向けて 撒かれた のです。 しかし 

前の 六 回のと きと は 違って、 一 一 つば かりの 誤算が 入つ 

てきました。 それ は 犯人の ために、 実に 不幸な 出来 ご 

とで ありました。 

二つの 誤算 —— その 一 つ は、 撒いて いるう ちに、 そ 

れ まで 吹いて いた 西風が 急に 向き を 南西に 変えた こと 



です。 それが ため どんな ことが 起った かと 云います と、 

今まで 真東へ 飛んで いた 人間 灰 は 改めて 北東へ 流され、 

遂に その 一 部 は、 右足 湖の 北岸に 墜落した のです。 ご 

らんなさい。 この 壜に 入って いる 異様な 赤黒い 物 こそ、 

今日 私が 北岸へ でかけて 採集して きた 七 人目の 犠牲者 

の 肉片です) 

田 熊 社長 は、 電話で 話 は 盗めても、 その 人肉の 入つ 

くやし 

た壜 を盗視 できない こと をたい へん ロ惜 がった。 

(もう 一 つの 誤算 は …… ) と 例の 声 は 云った が、 その 

とき 思いがけない 「呀 ッ」 という 叫び声が 聞え た。 (•： 

…こり や 可笑しい。 こんなと ころに 変な ものが …… ) 



道々 田 熊 社長 は 腕 組 をしながら、 あの 盗聴から 得た 

さまざまの 興味 ある 疑問に ついて 考えた。 

「丘 署長と、 話 をして いたの は 一体 誰だろう。 大分 腕 

利きら しいが、 あんな 男が K 署に 居た かしら？」 

どう 考えても、 そんな 気の利いた 人物 は 考え出せな 

あず ほか 

かった。 その 疑問 は 預かりと してお いて 外に も 疑問の 

種が あった。 

「話に よると、 どうやら 犠牲者の 屍体 を 粉々 に 砕いて、 

気球の 上から 撒く いう 仮定 を 考えて いるよう じ や つた 

が、 一 体 そんな こと は 出来る のか しら？」 

人間の 死体 を バラ バラに した 事件 や、 また コマ 切れ 



「それから、 もう 一 つ 電話を切られた ところで、 

二つの 誤算のう ち、 一つ は 西風が 途端に 南西 風に 変つ 

たという 話だった が、 もう 一 つの 誤算 は ：•：. というと 

ころで 話が 切れた。 あれ は 一体 どんな こと を 云う つも 

り だ つたろう？」 

—— こいつ も 考えた が 判らない。 しかし この 方 は、 

何だか モャ モャと 明るい とで も 云った ように、 なんだ 

か 大変 判りそう であった。 なんだか 既に 気がつい てい 

る ことがらの 癖に、 そいつが 一 寸胴 忘れ をして 思い出 

せない という 形だった。 そのうちに 彼の 乗った 自動車 

は 空気 工場の 前に 来て いた。 



「ェェ イツ」 

ポカ— ンと 音が して、 ハン マ ー は 見事に 林檎 を 打ち 

砕いた。 あ ー ら 不思議、 林檎 はグ チヤ リ となる かと 思 

いの 外、 一陣の 赤 白い 霧と なって 四方に 飛び散り 跡片 

もな くな つ た！ 
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「林檎が 消え失せた！」 



異様な 叫びと 共に、 電話 は 切れた、 署長の 顔 は、 赤 

くな つたり 蒼くな つたり した。 電話の 主 は 工場 主の 声 

に 違いなかった。 

「赤 沢 氏が 幽霊に 襲われ、 救い を 求めて いる。 赤 沢 氏 

の 室へ 案内し 給え、 早く 早く」 

「え ッ、 先生が ッ。 II 」 

せんとう 

青 谷 技師 を 先登に、 署長 以下が これに 続いて、 室外 

に 飛び出した。 階段 を いくつか 昇って、 とうとう 特別 

研究室に 駆けつけた。 

扉 を 開いて みると、 居る と 思った 害の、 赤 沢 博士の 

姿 は どこに も 見えなかった。 しかし 受話器の 外れた 電 



恐い もの 見た さに、 一同 は 首 を 伸べ て、 大 机の 後方 

を視 きこんだ。 

「いま 明けて みます から …… 」 

力た わ 

青 谷 技師 は 側らの 鉄棒 をと つて、 床の 一 部 を 圧した。 

すると 板が ク ルリと 開いて、 床の 下が 見えて きた。 床 

下に は 普通の 洋風 浴槽の 二倍く らい 大きい 水槽が 現れ 

あ そむ 

た。 その 中 を 見た 一同 は、 思わず 呀ッ といって 顔 を 背 

ちラ ち-つ 

けた。 その 水槽から は 湯気の ような ものが 濠々 と 立ち 

のぼり、 その 下に は 青い 液体が 湛 えられ、 その 中に 一 

個の 人体が 沈んで いるの が 認められた。 引き上げ てみ 

ると、 それ は 外ならぬ 赤 沢 博士の 屍体だった。 全身 は 



せ つ こうぞう 

真白に 氷結し、 まるで 石膏像の ようで あつたが、 その 

顔に は 恐怖の 色が アリア リと 見えて いた。 —— 青 谷 技 

師は、 この ハンドル を 廻さなければ 液体空気 はなお ド 

ン ドン この 水槽の 中へ 入って 行く 害 だと 説明した。 

わめ 

「これ は 面白い ことにな つてき た」 K 新報 社長 は 喚き 

たてた。 「これ は テツ キリ 赤 沢 金弥が 犯人 じ やろうと 

思って いたが、 赤 沢 は 幽霊に 殺されて しまった じ やな 

いか。 オイ 丘 署長、 犯人 は 一体 誰に 決める の だ」 

きつもん あ 

丘 署長 は、 この 激しい 詰問に 遭って、 顔 を 赤く した 

いちじる 

リ 蒼く したり、 著 しい 苦悶の 状 を 示した。 しかし 遂 

に 決心の 腹 を 極めたら しく、 大きな 身体 をク ルリと 廻 



わす やい なや、 青 谷 技師に 躍り かかった。 

「さあもう 欺され んぞ。 君 を 殺人犯の 容疑者と して 逮 

捕す る！」 

「これ は 怪しからん」 

青 谷 技師 は 激しく 抵抗した が、 署長の 忠実なる 部下 

の 腕力の ために 蹂躪され てし まった。 彼の 両手に は 

はま 

鉄の 手 綻がピ チリと いう 音と 共に 嵌って しまった。 し 

かし 署長 以外の 者 は、 意外とい う 外に 何の こと やら 判 

リ かねた。 

「おうおう、 派手な こと を やった な。 但し 君 はま さか 

気が 変にな つたん じ やなかろう ネ」 と K 新報 社長が 



用な 夫人 殺害と、 屍体の 空中 散華と を やって、 八 時 頃 

なに 食わぬ 顔で 帰った の だ。 どう だ 恐れ入った か！」 

「それ はこ じつけ です。 私 はそんな こと をし ません」 

「夫人 を 殺害 しないと 云っても、 それ を 証明す る こと 

がで きんじ やない か。 君に 味方す る もの はおらん」 

「そんなに 云うなら、 私 は 云いたい ことがあ リ ます。 

これ は 貴下の 恥になる と 思って 云わなかった ことです 

、、ゝ - 

力 」 

「ナニ 恥と は 何 だ」 署長 は 眼の 色 を 変えた。 

「恥に 違いありません よ。 貴下 方 は あの 晚 湖水の 上空 

から 撒かれた 人間 灰が、 珠江 夫人の だと 思い こんでい 



るよう です が、 それ は 大間違いで すよ。 湖畔で 採取し 

寸づ ナ、 

た 人肉の 血 型 検査に よると o 型だった という じゃあ リ 

ません か。 しかし 夫人の 血 型 は AB 型です。 これ は 先 

年 夫人が 大病のと き、 輸血の 必要が あって 医者が 調べ 

て 行った 結果です。 o 型と AB 型 —— 一人の 人間が 同 

時に 二つの 血 型 を 持つ こと は 絶対に 出来ません。 人肉 

ずさん 

の 主と 夫人と は 全く 別人です。 貴下 はこん な 杜撰な 捜 

索 をして いながら、 なぜ 僕 を 夫人 殺しな どと ハツ キリ 

呼、 <7 のです 力」 

「ゥ ム。 I— 」 

おちい 

署長 は その 瞬間 フ ラフラと、 脳貧血に 陥りそう に 



なった。 実は 血 型なん て ハイカラな もの は 考えた こと 

がなかった。 今と なって こんな 痛い ところ を 突かれる 

なんて あるだろう か。 彼の 威信 はこの 瞬間 地に 墜 ちた。 

かしゃく ゆる 

「どうです 署長さん」 なお も 青 谷 は 苛 責の手 を 緩めな 

かった。 「僕 は そのこと だけで も 無罪の 害です。 僕 を 

苦しめて どうなる のです。 それより、 なぜ あの 血 まみ 

れの 容疑者 を 責めない のです。 あんな 怪しい 奴 を なぜ 

…：- J 

そのと き、 背面の 扉が バタンと 明いた。 そして 青 谷 

の 知らない 男の 声が した。 

「陸 しいと は 僕の ことです か」 



肉 も 血 も、 珠江 夫人ので はなかった。 貴下の 言う とお 

リ にネ。 血 型 o 型の 人肉 は 誰だった のでしょう。 それ 

は 貴下の 家から 程近い 墓場の 下に 睡 つていた 女の もの 

みね ゆきの 

でした。 峰 雪 乃 —— ご存知で すか、 この 名前 を。 たつ 

た 今、 その 土饅頭 を 崩して 棺桶の 中 を 開いて 来ました 

が、 中 は 全く 空つ ぼです。 貴下 は あの 晚、 一度 工場の 

やみ まぎ ほとけ 

門 を 出て 墓場へ ゆき、 闇に紛れて この 仏 を 掘り だし、 

じんにく さんげ 

工場へ 引返した のです。 そして 人肉 散華 を やりました。 

墓の 方 は 時間が 無かった ために、 壊した 土饅頭 を 作り 

直す 暇がなく、 上に 土 だけ 被せて おいた ところ を、 は 

からず も 通りかかった 一人の 男が 見ました。 つまり こ 



の 僕が ネ」 

髭 男 は ニヤ リと 笑った。 

「全くお 気の毒でした ネ。 人肉 散華から 再び 帰って、 

貴下 は 土饅頭 を 作り、 トラックの 跡 を 消した が、 それ 

はもう 遅す ぎました。 なぜ こんな こと を やった か。 貴 

ちょうど 

下 は その 夜 かねての 手 害で 夫人に 姿 を 隠させて、 丁度 

夫人が 失踪した ようにみ せた のです。 そして 万事 は 赤 

沢 博士に 嫌疑が かかり、 そして いい加減な ところで 博 

士が 自滅す るよう に 計画 をた てた のです。 ところが 署 

長の ために 不意に 手錠 を かけられて しま つたので、 

狼 1 の あまり、 血 型の ことな ど 持ち出して、 即座に 手 
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